
施肥例播　種

収　穫

　株間10～12cm、3条まき、条間20cmで播種す
る。覆土は厚くならないように、5～8mmに均一に
行い、覆土後に必ず鎮圧しましょう。
鎮圧後に3cm程度に切った
稲わらまたはモミガラを薄く
散布しておきます。

かん水
　発芽から6葉までは根の肥大を決める重要な時期なので、十分な水分と養分が大切であり、地温の低い時
間帯に畦間かん水をこまめに行い、適湿を保つようにしましょう。中期は土壌水分が多いと過繁茂となるの
でかん水を控え、土壌を乾燥気味に管理しましょう。

間引き
　根傷みしないように土に湿りのある状態で行う。
■1回目■ 
1～2枚出たところで3～4cm間隔で間引く。
■2回目■ 
3～4枚出たところで4～5cm間隔で間引く。
■3回目■ 
5～6枚出たところで10～12cm間隔で間引く。

　根の直径が5～7cmくらいになり、肩の部分が横に張り出してきたら収穫しましょう。
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畝高20cmにする

　根元が緑色になることがあります。原因は土寄せが足りずに日に当たったから
です。
　緑化を防ぐには、間引きのたびに根を覆うように、丁寧に土寄せすることです。

向陽 2号（タキイ）：草勢が強く、根色は鮮紅色で品質がか
たく、多収性の５寸ニンジン。

土寄せが大切！土寄せが大切！

肥料の種類 基肥 追肥

200

10

4

10

3 3

た かおか堆肥

苦 土 石 灰

よ う り ん

硝加燐安333

そさい追肥専用

ニンジンニンジン

失 敗 し な い コ ツ

（kg/a）

品種

秋冬穫り

月
作型 7月 8月 9月 10月 11月 12月

◆ ● ●◆

作型の例 （ ◆－－は種　●－－収穫 ）

品種

さといもさといも
石川早生（固定種）：子・孫芋が早くから着き、育つのも
早い事が特徴です。子芋は丸型で多く収穫できますが、水
晶芋など生理障害が発生することがあります。

大和 （固定種）：芋質は粘りがあり、俵方に近い形に生長します。子・孫芋の着生が良く、芋
の肥大も良好です。収穫適期が比較的長いので、遅くに掘っても大丈夫ですが、芋が割れる
ことがあります。

作型の例

定　植

早 掘 り

普通掘り

月
作型 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

　種芋は50～60ｇ程度で丸型、病気や傷の無い物を選び、１a当たり２０ｋｇが目安です。
畝は25ｃｍ程度必要です。種芋を植える時は深さ15cm～18cmの植え穴を掘り、芋の上に１０cmの覆土をか
けてください。土は種芋のまわりに隙間を作らないようにしましょう。
種芋はベンレートT水和剤で消毒しておくと黒斑病などの予防になります。

芽直し

　さといもは、高温多湿の気候を好み、粘土質の土壌が適しています。乾燥には弱いため、水管理が
重要になります。連作は、収量・品種ともに低下させるので、4年以上栽培期間をあけて下さい。

栽 培 の ポ イ ン ト
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　額縁排水をしっかりと堀り、畝間に水がたまらないようにしてくださ
い。高低差をつけて排水がスムーズになるように心がけてください。
　5月中旬～梅雨入り前、梅雨明け後から9月上旬に晴天が4日～7日
続き、葉に水がたまらなくなったら早朝又は夕方にしっかりかん水して
ください。

施肥例
肥料の種類 基肥 追肥
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　マルチ栽培の場合芽が出たときにマルチの穴から伸びず、引っ
かかって芽を焼いてしまう事があります。その芽をマルチの穴か
らでるように、マルチを破ってください。

子ずき（子芋から発生した茎・葉）
　「大和」では、子ずきの刈り取りは7月中に終わらせてく
ださい。8月以降は孫芋の生育のため刈り取らないように
ご注意下さい。但し、5月下旬以降に定植し、遅植えになっ
た場合や極端な生育不良の場合は子ずきは刈り取ってく
ださい。

（ ▲－－定植　●－－収穫 ）
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